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１．はじめに 

地上雨量計の数が乏しい地域や降水レーダーが配

備されていない地域において，衛星観測による降水

量推定は防災上のみならず農業をはじめとする経済

的，また飲料水など公共の福利等に重要な役割を果

たす期待がある1)．世界各国では無償，有償で多数の

衛星観測プロダクトが配信されている2)． 

そこで本研究の目的は，気象庁が運用し，アジア諸

外国へ無償で提供されているひまわり標準データの

輝度温度と全国合成レーダーGPVの降水強度の定量

的な関係を導くことである．将来的にはひまわり標

準データのみから降水量を精度良く推定したい． 

2．使用データ 

本研究の対象領域は図-1に示す気象大学校に設置

されたCバンドレーダを中心とした一辺が120 kmの

正方形の関東域である． 

本研究で使用したデータは，ひまわり標準データ

及び全国合成レーダーGPVである．ひまわり8号は日

本域で2.5分，全球で10分，赤外で2 kmの高い時空間

分解能を有しており，水蒸気の動きを捉えるのに適

している．局地的集中豪雨，台風，線状降水帯など

様々な降水形態に対応するため，多数の高度の情報

を用いて水蒸気，降水の鉛直分布を把握する必要が

ある．そこで本研究ではB07 (3.9 μm)，B08 (6.2 μm)，

B09 (6.9 μm)，B10 (7.3 μm)，（B13(10.4 μm)，B15(1

2.4 μm)を使用した．水蒸気の鉛直分布を把握するた

めに表-1のように， B07 (3.9 μm)，B08 (6.2 μm)，B

09 (6.9 μm)，B10 (7.3 μm)の4バンドを使用し各高度

に対応させた．全国合成レーダーGPVも同様にレー

ダエコー高度をもとに各高度に対応させた．  

3．研究手法 

対象降水は2015年7月16日に関東域で発生した降

水イベントである．図-2はエコー高度，降水強度，輝

度温度の空間分解能の例である．輝度温度と降水強

度の格子同士の比較はレーダーエコー高度の格子内

に含まれる輝度温度及び降水強度の最大値，最小値，

平均値，支配面積の大きい値を高度別に使用した． 

4．結果 

図-3は各高度の全国合成レーダーGPVとひまわり

標準データの例（2015年7月16日）である．この図か

ら降水強度が大きい範囲と輝度温度が低い範囲の整

合性があることがある程度確認できる． 

図-4は各高度の格子毎の輝度温度の最小値と降水

強度の平均値の関係である．どの高度においてもふ

た山に分かれていることが確認できる．一般に輝度

温度が低い格子は水蒸気が多いことが推定される．

輝度温度が絶対的に高いにも関わらず，降水が確認

できるところは上空の風によって水蒸気が流され，

ピークの位置がずれていることが考えられる． 

雲の光学的厚さを推定するためにB13(10.4 μm )か

らB15(12.4 μm )を引いた輝度温度差から雲の光学的

厚さを推定した．図-5はB13(10.4 μm)からB15(12.4 

μm)を引いた差分と降雨強度の関係である．降水強度

はレーダーエコー高度0km以上を使用した．図-4のよ

うにふた山に分かれることはなかったが雲が光学的

に厚いにも関わらず降水強度が小さいところがあっ

図-1 研究対象 
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た．これは雨雲が成長過程である可能性や降雨のト

リガーと考えられているエアロゾルの不足が原因で

あると考えられる． 

 

 

5．まとめ 

本研究ではひまわり標準データの輝度温度と全国

合成レーダーGPVの降雨強度の関係を高度と雲の光

学的厚さに着目し，比較を行った．今後は地上降水

量としてアメダスとの比較，XRAINを用いた降水の

より詳細な鉛直分布との比較，またそれらを用いた

降水量予測を目指す． 
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表-1データの高度方向の分解能 

図-4 高度別の輝度温度の最小値と降水強度

の平均値の関係 

図-3 2015 年 7 月 16 日 13:30(JST)における各

高度の全国合成レーダーGPV とひまわり

標準データ 

 

図-2 エコー高度，降水強度，輝度温度の

空間分解能の例 

図-5 B13(10.4μm)から B15(12.4μm)を

引いた差分と降雨強度の関係 
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